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令和 4年度 JCOAL政策提言～石炭利用で挑む !“ゼロエミッション”～

また、最近の石炭投資へのダイベストメントの動きの中で、供
給構造の変化が顕在化しており、石炭の安定供給の確保が難し
くなっている。
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令和 4年度 JCOAL政策提言～石炭利用で挑む !“ゼロエミッション”～

図 1-③．シナリオ別世界の石炭需給見通し
出典：IEA2022を参考に JCOAL作成

図 3．日本の石炭供給の動向
出典：財務省貿易統計、資源エネルギー庁
総合エネルギー統計を基に JCOAL作成

図 1-②．IEA発表誓約シナリオ（APS）における世界の電源別電力需給見通し
出典：IEA2022を参考に JCOAL作成

図 2
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令和 4年度 JCOAL政策提言～石炭利用で挑む !“ゼロエミッション”～

図 4．火力発電の役割と石炭火力の電源構成比
出典：経済産業省 資源エネルギー庁第 6
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2022年度カーボンリサイクル・火力発電の脱炭素化技術等の普及促進事業二国間及び多国間技術交流実施報告
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活動レポート

令和 4年度　事業報告会開催報告
総務部　広報室　大島　翔

2023年 2月1日（水）に一般財団法人石炭フロンティア機構
（2023年 4月1日に「一般財団法人カーボンフロンティア機構」
へ名称変更）の令和 4年度事業報告会が経団連会館にて開催
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SATREPS「バイオマス・廃棄物資源のスーパークリーンバイオ燃料への触媒転換技術の開発」

7. 技術移転

本プロジェクトでは全 4回の実証運転を行い、タイ国側への技
術移転に向けた活動として、座学の実施、全ての運転にチュラロン
コン大学研究員及び職員が参加し、運転期間中は必ず 1日2回の

昼夜交代時に弊機構とチュラロンコン大学（CU）でミーティングを
行い、ガス化ベンチ設備運転状況について正確な引継ぎを行った
（図 11
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SATREPS
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CF Journal Vol. 1 （2023年6月1日発行）
発行所：一般財団法人  カーボンフロンティア機構

〒105-0003　東京都港区西新橋3-2-1　Daiwa西新橋ビル3F
Tel:03-6402-6100/6105（総務部）

いつも弊機構へのご支援をいただきまして、誠にありがとうございます。
2023年 4月に団体名が「カーボンフロンティア機構」となりました。これを受けまして、当機関誌についても、名称変更をさ

せて頂きました。
「Carbon Frontier Journal（CFジャーナル）」第 1号をお送りいたします。




